
☆被災宅地危険度判定とは
大規模な地震や豪雨等で、宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合、宅地の
被害状況を把握、調査のうえ危険度を判定し、住民へ情報提供することにより、
宅地の二次災害を軽減・防止し、住民の安全を図ることを目的としています。
判定の結果は、当該宅地の居住者だけでなく、通行する歩行者にも安全であ
るかどうか識別できるよう、危険度に応じ赤、黄、青のステッカーを宅地の見や
すい場所に表示します。
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